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Ⅰ．はじめに
　基礎看護学分野は一番早く学生に看護学を教授
する役割のある領域であり，教授項目の選定は，
時代背景，学生のレディネス，大学ポリシー，カ
リキュラム方針，時間割などを考えながら苦慮し
て選定を行う。本学は2015年に医療系看護学部と
して新設されたため，教授項目など経験や学生評
価をもとに熟慮しての選定結果とは言えず，模索
をしている段階である。文部科学省から，看護実
践能力育成の充実に向けて2002年（平成14年3
月26日）に発表された「看護学教育の在り方に関
する検討会報告」の中に，『看護基本技術』の学習
項目が提示された 1）。学習項目a～mの13項目に，
それぞれの学習項目を支える知識・技術が挙げら
れている。13項目の学習項目「m安楽確保の技術」
として「体位保持」「罨法等身体安楽促進ケア」「リ
ラクセーション」「指圧」「マッサージ」がある。

「体位保持」「罨法等身体安楽促進ケア」について
は，既存の看護技術項目で学習計画が立てられた
が，「リラクセーション」「指圧」「マッサージ」に
関しては「あん摩マッサージ指圧師，はり師，きゅ
う師等に関する法律」の第1条に「医師以外の者
で，あん摩，マッサージ若しくは指圧，はり又は
きゅうを業としようとする者は，あん摩マッサー
ジ指圧師免許，はり師免許又はきゅう師免許を受
けなければならない」2）とあり，どのような内容を
教授したらよいのか熟慮してこなかった。本学が
使用するテキストに安楽確保技術の援助の実際と
して「指圧」「マッサージ」以外にタクティール®

ケアが紹介されていたため，それを参考に3年間，
看護援助方法論Ⅰでタクティール®ケアを援助項
目として教授してきた。今回，完成年度を前に改
めて「安楽確保の技術」としての教授内容の選定
を検討する必要があると考えた。
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　本研究では，『看護基本技術』の学習項目である
「安楽確保の技術」の具体的教授内容を明らかにす
ることを目的にする。これらを明らかにすること
で本学における看護基礎教育内容の妥当性を検討
し今後の教授内容を選定する資料となると考える。

Ⅱ．方法
　看護技術，基礎看護と明記されているテキス
ト17冊 15）～31）を選定し，リラクセーション，指
圧・マッサージの語句を検索し記載状況を確認し
た。テキストで検索した語句を2013年10月26
日から2018年10月27日の5年間に発表された文
献「医学中央雑誌Web（Ver5）」を用いて検索した。
検索方法は，「看護」「リラクセーション」「指圧」
「マッサージ」と「看護教育」「リラクセーション」
「指圧」「マッサージ」として原著論文とした。

Ⅲ．結果
1．分析対象のテキスト
　分析対象とした17冊のテキストの「リラクセー
ション」「指圧」「マッサージ」の記載は表1に示
す。2002年（平成14年3月26日）「看護学教育
の在り方に関する検討会報告」の学習項目には、
安楽確保の技術として「体位保持」「罨法等身体
安楽促進ケア」「リラクセーション」「指圧」「マッ
サージ」が示された。今回検討したテキストは全

て2002年以降に発行，あるいは改定されていた
が，6冊には「リラクセーション」「指圧」「マッサー
ジ」についての掲載がみられなかった。これらの
テキストでは，『安楽確保の技術』としては，「体
位保持」や「罨法」の記載はみられた。リラクセー
ションとして掲載されていた方法は13種類に及
んだ（表2）。

2．�「リラクセーション」「指圧」「マッサージ」
の研究報告

　過去5年間の看護に関する原著論文は，「指圧」
17件「マッサージ」328件「リラクセーション」
152件であった。「看護教育」に関するものは「リ
ラクセーション」15件「指圧」4件「マッサージ」
43件であった（表3）。
　「リラクセーション」と「看護教育」に関して
の15件は，大学教員が行う文献検索や調査研究
が7件，スタッフナースのストレス調査3件，そ
の他ヨガの研修会調査，ハンドリフレクソロジー
の生理学的実験，アロマハンドマッサージの試み，
タクティール®ケア演習の報告，タッチ /マッサー
ジ体験，リラクセーション方法の一つとしてマッ
サージが取り上げられていた。
　「指圧」と「看護教育」に関する4件は，リラ
クセーション技法のひとつとして取り上げ捕完代
替療法やツボ療法に対する大学でのアンケート調
査であり，看護技術項目として研究されているも
のはなかった。
　「マッサージ」と「看護教育」に関しての43件は，
口腔内のアイスマッサージ，乳房マッサージ，心
臓マッサージ，血管マッサージ，アロママッサー
ジ，ハンドマッサージ，足浴およびマッサージな
どマッサージは多岐にわたり，安楽を目的とした
マッサージと治療を目的としたマッサージの存在
がうかがえた。

表２　基礎看護技術テキストに記載されている
リラクセーション方法

表３　 過去5年間の研究発表の状況

No リラクセーション方法 記載冊数
1 漸進的筋弛緩法 8
2 呼吸法 8
3 自律訓練法 6
4 マッサージ 3
5 指圧 2
6 バイオフィードバック 2
7 アロマセラピー 2
8 イメージ法 2
9 タッチング/タクティールケア 1
10 系統的脱感作法 1
11 認知行動変容療法 1
12 アサーティブトレーニング 1
13 ストレッチ 1

看護 看護教育
指圧 17件 4件

マッサージ 328件 43件
リラクセーション 152件 15件
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3．看護が扱う「リラクセーション」の方法
　看護で扱われている「リラクセーション」152
件のうち文献レビューが51件であり、それを除
いた101件を分析対象とした。また、研究題材と
なったリラクセーション方法を37種類に分類し
た。その中でも多く扱われていた方法はマッサー
ジである。背部や手，足，アロマと併用など方法
は様々で27件あった。次に多く研究されていた
方法はアロマセラピー，アロマトリートメント，
アロママッサージなど表記は様々であるが芳香剤
を使用したものが20件であった。（表4）。

Ⅳ．考察
1．�看護基礎教育における「リラクセーション」「指
圧」「マッサージ」

1）「リラクセーション」について
　今回選定したテキストでは，リラクセーション
方法として呼吸法，漸進的筋弛緩法，自律訓練法，
バイオフィードバック法が複数のテキストで紹介
され，その他の方法と合わせ14の方法が紹介さ
れていた。このように多様なリラクセーション方
法が紹介されている理由としては，それぞれの方
法により適応対象，適応症状が異なることが影響
していると考える。『安楽確保の技術』は，『感染
予防の技術』『安全管理の技術』と共に，他の看
護技術が同時に行われる性質を持つことから，活
用範囲の拡大が望まれる。すでに臨床心理学分野
でリラクセーション方法として適応対象者，適応
症状が確定され 3）ている為，看護技術として活用

するためには多くの方法を紹介しないと症状に適
応した効果が得られない。対象者に適したリラク
セーション方法を多くの中から選択するアセスメ
ント能力が必要となる。
　研究報告において看護が行うリラクセーション
方法も多種類が選定されていた。多くのリラク
セーション方法により対象者への効果を検証して
いる段階であり，看護技術としてのリラクセー
ション方法を模索している状況と言える。看護教
育においては，複数のテキストで紹介されている
リラクセーション方法の研究報告は，呼吸法5件，
漸進的筋弛緩方法2件，自律訓練法1件であった。
しかし，手や足などのマッサージの報告は27件
であった。看護師が行うマッサージについては対
象者，部位などのバリエーションを加えその効果
を模索している状況と言える。
　呼吸法や漸進的筋弛緩法，自律訓練法は効果の
あるリラクセーション方法ではあるが，その方法
はどれも対象者に適した環境と時間を与え言葉で
誘導する間接的ケア方法であり，看護師が行う看
護技術とは形態が異なる。看護師は，多くの技術
を直接ケアとして提供していることから，呼吸法，
漸進的筋弛緩法，自律訓練法のリラクセーション
方法は他の看護技術と共に併用するのが困難なの
ではないだろうか。マッサージであれば，清潔援
助の看護技術を提供するとき，背部や手，足など
に活用できる。そしてこの効果を明らかにしよう
と現在研究が行われている状況と考える。リラク
セーション方法は，まだ看護技術として確立して
いるとは言えないが，今後多くのリラクセーショ
ン方法から看護技術を提供する時に利用できるも
のが選定されていくと予想される。芳香剤を利
用したアロマセラピーを用いた研究報告も20件
あったが，アロマテラピーで使用される精油は化
学物質であり安全性の確認が必要とされる。また
使用禁忌の条件もあるため 4），看護学の基礎技術
として取り上げるには難易度が高いと考える。
2）「指圧」「マッサージ」について
　「指圧」や「マッサージ」は，テキストで紹介さ
れていても説明が断片的であり，実施できるレベ
ルで説明されていたものは1冊であった。「指圧」

表４　過去5年間の研究に見る
リラクセーション方法

方法 報告数
マッサージ 27件
アロマ 20件

タクティール 9件
足浴 8件
呼吸法 5件

セラピューティックタッチ 5件
漸進的筋弛緩法 2件
自律訓練法 1件
その他 29件

（重複あり）
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「マッサージ」については，「あん摩マッサージ指
圧師，はり師，きゅう師等に関する法律」との関
係性があるのではないだろうか。マッサージの歴
史は紀元前5～ 4世紀古代ギリシャの医学者が健
康を保つための技術として説かれたと言われ 5），
医学に治療の一環として発展してきた経緯があ
る。指圧に関しても，江戸時代の民間療法として
伝わってきた方法であるが1920年頃体系化され
た。ツボと呼ばれる内臓の働きと関係の深い場所
に圧を一点に集中させ内臓の反射を引き出す方法
である 6）。「指圧」「マッサージ」両者とも医業類
似行為である。「あん摩マッサージ指圧師・はり師・
きゅう師に関する法律（第1条）医師以外の者で，
あん摩，マッサージ若しくは指圧，はり又はきゅ
うを業とする者は，それぞれ，あん摩マッサージ
指圧師免許，はり師免許又はきゅう師免許を受け
なければならない」とあるため，看護教育で教授
するのは躊躇するところである。しかしながら看
護師は，経験値としてマッサージが対象者に対し
安楽をもたらす行為であることを知っている。こ
のことを岡本は看護師が，専門的視点でアセスメ
ントを行いケアに取り込むマッサージとして「看
護マッサージ」7）としている。1960（昭和35）年
の最高裁大法廷判決による「医業類似行為を行う
とただちに処罰されるものでなく，禁止処罰する
のは，人の健康に害を及ぼすおそれのある業務行
為に限定する。」8）とあるように対象者の状況を確
実に受け止め，対象者のニーズに配慮するようしっ
かりアセスメントを行い看護技術として提供する
のが看護マッサージであろう。林ら 9）の報告でも
リラクセーション技術の特徴や対象となる患者の
状態や個別性を考えて選択できるよう教授するこ
とが述べられている。看護基礎教育において『安
楽確保の技術』を提供するには，看護のアセスメ
ント能力を高めることの重要性が再確認できた。
　BellackとHersen（1985）によるとリラクセー
ション技法は150種類以上の方法があると言われ
ている 10）。「指圧」は，日本独自で発展した行為
であり，施術において対象者に痛みを与えるもの
である。ツボとなる経絡の知識が必要であり正し
い指圧点でないと生体に危険が及ぶ。そのため基

礎看護技術として学ぶにはやはり難易度が高いと
考える。以上のことから痛みを伴う行為ではある
が，施術後の身体的・精神的安楽を目指しての療
法であり，マッサージとともにリラクセーション
法の一つと考え今後ツボや経路の学び方や危険性
などを教授する必要があるのではないだろうか。

2．タクティール®ケアの教授について
　看護教育のあり方検討会報告書以降「リラク
セーション・指圧・マッサージ」に関しては
2007年の原田ら 11）の報告では，早急に看護基礎
教育の教育内容として検討する必要が述べられて
いた。本学は新設大学であり当初予定されていた
テキストを使用し，それに掲載されていたリラク
セーション方法，タッチングとして，タクティー
ル®ケアを教授している。今回調べてみるとタク
ティール®ケアを掲載しているテキストは1冊，
研究報告は9件で学生への教育から実習での活用
などの報告があり看護で活用されている状況がみ
られた 12）。タクティール®ケアはスウェーデンで
新生児へのケアとして発祥したタッチングケア
であり，日本には2006年に紹介された。日本ス
ウェーデン福祉研究所の登録商法でもあり，現在
高齢者施設での認知症ケアとして活用されている
報告がある 13)。マッサージのように軽擦法や強擦
法揉捻法などの手技が複雑でなく，ケアを行って
いる看護者側も落ち着くといった報告もある 14)。
コミュニケーションに不安のある初学者が，対象
者の体に触れる機会となる方法であり，対象者と
のコミュニケーション導入となる手技としてタク
ティール®ケアは活用が期待されている方法と考
える。「安楽確保の技術」において，本学ではそ
の一つとしてタクティール®ケアを教授し，その
他のリラクセーション方法についても活用方法，
対象者の選択，適応症状などを教授し，今後はリ
ラクセーション方法のアセスメント能力を高める
授業を検討する必要があると考える。

Ⅴ．結論
　今回の研究で以下のことが明らかになった。
1．学習項目としてのリラクセーション方法は多
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様であった，テキストで紹介されている方法と実
践で使用されている方法に乖離が見られた。今後
は看護援助に活用されるリラクセーション方法が
選択されていく。
2．本学で採用しているタクティール ®ケアは，
初学者が学習する演習項目として適当であった。
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